
積
は
、

全
く
自
家
用
に

供
さ
れ
る
木
綿
と
同
じ
三

畝
に

す
ぎ
ず
、

反
当
た
り
四
〇
貫
目
取
り
と
し
て

収
量

が
一

二

貫
と
計
算
さ
れ
て
い

る
。

か
り
に

前
述
萱
沼
・

土
佐
原
村
と
同
じ
価
格
（
貫
当
た
り
五
銭
八
厘
－
一

八
七
四
年
）と
す
る
と
、

六
円
二

五

銭
の

収
入
と
な
る
。

水
田
約
五

畝
一

四
歩
か
ら
の

米
収
量
に

匹
敵
す
る

ほ
ど
の

収
入
で

し
か
な
い
。

経
営
内
で

の

煙
草
生
産
の

比
重
の

低
さ
は
、

土
屋
村
が
煙
草
生
産
地
帯
の

外

縁
部
に

あ
る
た
め
と
思
わ
れ
る
が
、

同
村
で

は
、

上
述
の

よ
う
に

畑
の

諸
種
普
通
作
物
や
薪
が
少
量
ず
つ

販
売
さ
れ
、

現
金
収
入
を
補
っ

て

い

る
。

し
た
が
っ

て
、

煙
草
の

不
作
・

不
況
が
、

農
家
経
営
に

大
き
な

打
撃
を
与
え
る
こ

と
は
な
い

で
あ
ろ
う
。

土
屋
村
で

は
、

そ
の
一

部
地
域
、

土
屋
村
庶
子
分
五
二

戸
に
つ

い

て
、

個
別
農
家
の

生
産
状
況
が
わ
か

る
（
表
一

－

三
三

）。

耕
作
面
積
も
田
畑
と
も
に
ぬ

き
ん
で
て
い

る
最
上
層
の

三

戸
は
貸
付
地
を
有
し
、

下

男
・

下
女
を
雇
用
す
る
自
作
地
主
（
う
ち
一

戸
は
質
屋
兼
業
の

副
戸
長

）
で

あ
る
が
、

煙
草
栽
培
は
う
ち
一

戸

表1－32　明治5年大住郡土

屋村平均農家作付面積

注　原資料は表1－31と同じ。
○印は商品化される作物。

表1－33　1874（明治7）年大住郡土屋村（庶子分）農家の耕作規模別煙草生産

注　1875（明治8）年3月「産物取調書上帳　土屋村庶子分」（蓑島家文書）より作成
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に

す
ぎ
ず
、

そ
れ
も
村
平
均
を
下
回
る
規
模
の

も
の

で

あ
る
（
一

五
貫
を
生
産
し
、

う
ち
一

二

貫
を
販
売
）。

最
上
層
農
家
に

と
っ

て
、

煙
草
栽
培
は
さ

し
た
る
意
味
を
も
た
な
い
。

他
の
一

般
農
家
は
、

そ
れ
ぞ
れ
二

反
前
後
の

水
田
を
ほ
ぼ

均
等
に

耕
作
し
て
い

る
。

収
穫
米
の

多
く
は
飯
米
と
小
作
料

に

費
消
さ
れ
、

販
売
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ

た
と
み
ら
れ
る
。

経
営
規
模
の

大
小
を
決
定
す
る
の

は
畑
の

部
門
で
、

村
の

平
均
耕
作
規
模
を
超
え
る
畑

一

町
－
一

町
五
反
耕
作
層
一

四
戸
が
、

農
業
生
産
の

中
心
的
担
い

手
で

あ
る
。

そ
し
て
、

こ

の

階
層
の

大
部
分
が
煙
草
を
栽
培
し
、

一

戸
当
た
り
の

生
産
量
も
際
立
っ

て

多
い
。

平
均
一

戸
当
た
り
三

〇
貫
余
と
い

う
量
は
、

先
の

換
算
法
に

よ
る
と
作
付
面
積
八
畝
で
、

平
均
農
家
の

作
付
規
模
を
は

る
か
に

超
え
る
が
、

経
営
の

自
給
的
基
礎
を
犠
牲
に

す
る
ほ
ど
で

は
な
い
。

五
二

戸
の

農
家
の

ほ
と
ん
ど
は
、

味
噌
・

醤
油
を
自
給
し
、

ま
た
は
木

綿
を
作
付
け
、

そ
れ
に

よ
っ

て

自
家
衣
服
用
と
し
て
、

平
均
六
・

五
反
を
織
っ

て
い

る
（
四
四
戸
）。
畑
耕
作
規
模
五
反
以
下
の

最
下
層
九
戸
は
、

農

業
だ
け
で

は
生
活
で

き
な
い

と
考
え
ら
れ
る
階
層
で

あ
る
。

こ
の

う
ち
の

二

戸
は
、

農
間
駕
籠
舁
渡
世
を
営
ん
で

い

る

（「
手
控
帳
」、
明
治
六
年
五
月

山
駕
籠
人
名

副
区
長
蓑
島
宗
次
郎
－

平
塚
市

蓑
島
武
夫
家
文
書
）。
「
山
駕
籠
」
と
あ
る
か
ら
、

大
山
街
道
で

の

稼
ぎ
で

あ
ろ
う
。

な
お
、

こ

の

村
庶
子

分
五
二

戸
か
ら
は
、

男
六
人
、

女
四
人
が
他
村
へ

出
稼
奉
公
に

出
て

お
り
、

一

方
、

主
に

最
上
層
三

戸
が
奉
公
人
一

〇
人
を
雇
っ

て
い

る
が
、

彼
ら

は
、

大
住
郡
南
金
目
村
・

今
泉
村
・

北
矢
名
村
・

南
矢
名
村
（
二

人
）・
菩
提
村
・

蓑
毛
村
・

西
田
原
村
・

淘
綾
郡
一

色
村
・

下
大
槻
村
と
い

う
近
村

か
ら
来
て
い

る
。

い

ず
れ
も
下
層
農
家
出
身
と
思
わ
れ
る
が
、

や
は
り
同
じ
地
域
内
で

雇
用
被
雇
用
関
係
が
成
り
立
っ

て

い

る
の

で

あ
る
。

三
　
酒
匂
川
沿
岸
平
野

足

柄

上

郡

狩
野
・

中
沼
村

酒
匂
川
沿
岸
平
野
も
ま
た
、

水
田
農
業
が
い

と
な
ま
れ
、

特
別
な
商
品
作
物
の

展
開
は
み
ら
れ
な
い
。

足
柄
上
郡
狩
野
・

中
沼

村
は
、

そ
の

山
付
け
部
分
に

所
在
す
る
。

狩
野
村
は
、

田
三
一

町
五

反
、

畑
五

〇
町
六
反
、

戸
数
八
五

戸
の

村
で
、

農
産
物
価
額
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総
額
の

約
六
八
・

六
㌫（
明
治
四
年
）を
米
が
占
め
る（
明
治
九
年
六
三
・

二

㌫
、

表
一

－

三

四
、

三
五

）。

耕
地
の

二

八
㌫
に

あ
た
る

水
田
の

主
な
用

水
源
は
、

巌
島
神
社
境
内
に

湧
出
す
る
清
水
池
で
、

ひ
で

り
の

年
も
用

水
に

不
足
せ
ず
、

安
定
し
た
稲
作
を
営
ん
で

い

る
。

し
か
し
、

一

戸
当

た
り
水
田
面
積
は
三

反
七
畝
に

す
ぎ
ず
、

大
部
分
の

農
家
で
は
、

米
の

販
売
量
は
少
な
い
。

そ

し
て
、

明
治
四
年
（
一

八
七
一

）
と
一

八
七
六
年

と
で

は
、

物
産
の

掲
出
品
目
数
・

数
量
が
か
な
り
異
な
る
が
、

い

ず
れ

に
せ
よ
米
以
外
の

農
産
物
も
ほ
と
ん
ど
商
品
化
さ
れ
ず
、

農
産
加
工

品

も
、

村
内
で
一

戸
の

農
間
酒
造
家
が
造
る
清
酒
・

絞
油
稼
人
が
絞
っ

た

菜
種
油
の

ほ
か
、

販
売
量
は
わ
ず
か

で

あ

る
。

林
産
業
も
薪
炭
が
主

で
、

板
・

貫
材
・

屋
根
板
の

生
産
は
多
く
な
い
。

水
田
を

主

体
に

し

た
、

安
定
し
て
い

る
が
自
給
的
性
格
の

強
い

農
業
で

あ
る
。

そ
し
て
、

農
間
稼
と
し
て
、

男
は
「
薪
樵
、

日
用
取
、

荷
駄
賃
附
等
」
に
、

女
は
「
木

綿
織
、

莚
打
、

落
葉
掻
」
に

従
事
し
て
い

る
。

す
な
わ
ち
、

こ

の

村
の

農
家
は
、

必
要
な
貨
幣
は
、

主
に

日

雇
取
・

荷
駄
賃
附（
馬
二

三

疋

）
に

依
拠

し
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。

ま
た
こ

の

村
の

人
口

三

八
〇
人
の

う
ち
一

五

人
が
出
稼
奉
公
に

出
て

い

る
（
明
治
四
年
「
村
明
細
帳
」
狩
野
自
治
会
蔵
）。

狩
野
村
の

隣
村
、

中
沼
村
は
、

さ
ら
に

平
野
よ
り
に

位
置
し
、

農
産
物
価
額
総
額
中
、

米
の

占
め
る
割
合
は
七
八
・

五
㌫
で

狩
野
村
よ
り
さ
ら
に

稲
作

の

占
め
る
比
率
は
高
い
。

農
産
加
工

品
も
、

大
部
分
は
、

少
数
の

酒
造
家
・

醤
油
醸
造
家
・

絞
油
業
者
の

造
る
酒
・

醤
油
・

油
類
で
（
農
産
加
工
品
総

額
の

九
三
・

二

㌫

）、
林
産
物
も
少
額
で

あ
る
。

水
田
主
体
の

農
業
経
営
で
、

水
田
の

少
な
い

中
・

下
層
農
家
は
、

や
は
り
日

雇
取
・

駄
賃
附
等
に

現

表1－34　明治4年（1871）足柄上郡狩野村物産

注　「村方産物書上直段購入帳，狩野村」（狩野自治会蔵）
より作成
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表1－35　1876（明治9）年足柄上郡狩野・中沼村の物産構成

注　「明治10年物産書上」（狩野自治会蔵）より作成
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金
収
入
を
求
め
る
ほ
か
は
な
い

で

あ
ろ
う
。

四
　
箱
根
山
間
部

足

柄

下

郡

大

平

台

村

箱
根
山
中
の

足
柄
下
郡
大
平
台
村
は
、

右
の
二

か
村
と
は
異
な
り
、

農
業
で
主
食
の

自
給
を
図
る
こ

と
の

で

き
な
い

山

村
で

あ

る
。

総
生
産
価
額
の

う
ち
、

ぜ

ん
ま
い
・

山
葵
・

蕗
な
ど
の

山
菜
を
も
含
む
農
産
物
は
約
三

〇
㌫
を
占
め
る
に

過
ぎ
な
い
。

大
部

分（
七
九
㌫
）
は
林
産
物
で
、

し
か
も
そ
の

う
ち
、

山
萱
・

板
・

材
・

薪
炭
は
と
る
に

足
ら
ず
、

主
要
部
分
（
七
五
㌫
）
は
根
附
・

盆
等
の

木
細
工
で

あ

る
。

そ
の

内
容
は
、

一

八
七
四
（
明
治
七

）
年
と
一

八
七
六
年
で

異
な
る
が
、

数
多
く
の

多
種
多
様
な
挽
物
漆
器
が
、

箱
根
山
中
の

木
材
を
原
料
に

し

て

作
ら
れ
て

い

た
。

村
民
の

こ

の

地
で

の

生
活
は
、

一

に
こ

れ
ら
木
製
品
製
造
に

か
か
っ

て

い

る
（
表
一

－

三

六
）。

こ

れ
ら
は
、

た
ん
に

東
海
道
旅

客
や
浴
客
を
対
象
と
す
る
に
止
ま
ら
ず
、

す
で
に

幕
末
期
に

は
江
戸
組
合
が
形
成
さ
れ
、

江
戸
へ

の

移
出
が
行
わ
れ
て

い

た
（『
資
料
編
』17

近
代
・

現

代
（7）
四
七
二
ペ

ー
ジ

）。

木
製
品
は
、

前
述
愛
甲
郡
三

増
村
な
ど
で

も
製
造
さ
れ
て
い

た
が
、

そ
れ
ら
は
近
村
の

需
要
を
対
象
と
す
る
桶
・

た
ら
い

等

の

日

用
品
で
、

ま
た
、

こ

れ
の

農
家
経
営
内
で

の

比
重
も
農
間
余
業
の

域
を
出
て
い

な
い
。

以
上
、

旧
神
奈
川
県
域
（
一

八
七
六
年
四
月
）
諸
町
村
の

考
察
か
ら
、

漁
村
は
外
し
て

い

る
が
、

こ

れ
に
つ

い

て

は
、

後
に

第
二

編
第
一

章
第
一

節

で

明
治
前
期
漁
業
の

実
態
を
み
る
際
あ
ら
た
め
て

と
り
あ
げ
る
こ

と
に

す
る
。
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表1－36　1874（明治7）年足柄下郡大平台村物産の価額構成

注　1　1875（明治8）年3月「産物書上」（箱根町宮ノ下・温泉小学校蔵）より
作成。

〔参考〕は明治10年3月届（同上蔵）による。
2　雑穀は粟・稗・黍・ソバ・蜀黍・玉蜀黍。

豆類は豌豆・大角豆，そさいその他は，胡麻・菜・薩摩芋・里芋・大根・
茄子・にんじん・牛蒡・葱・白瓜・黄瓜・薯蕷・山葵・ぜんまい・蕗。
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第
二

章
　
維
新
期
の

商
品
流
通
と
交
通

第
一

節
　
居
留
地
貿
易
の

展
開

一

　

居
留
地
貿
易
体
制
の

形
成

明
治
維
新
と

横
浜

貿

易

徳
川
幕
府
が
倒
れ
て

新
政
府
が

誕
生
し
た
明
治
元
年
（
一

八
六
八

）
の

横
浜
の

貿
易
に
つ

い

て
、

神
奈
川
駐
在
イ
ギ
リ
ス

領
事L

＝

フ

レ

ッ

チ
ャ

ー
は
、

入
港
商
船
の

数
が
、

過
去
の

ど
の

年
に

く
ら
べ

て

も
、

非
常
に

著
し
い

外
国
貿
易
の

増
大
を
示
し
て

い

る

と
、

H

＝

パ

ー
ク
ス

公
使
に

報
告
し
て

い

る
（『
英
国
領
事
報
告

』、『
資
料
編

』18

近
代
・

現
代
（8）
四

）。
外
国
軍
隊
の

緊
急
警
備
の

も
と
で
、

平
穏
に

幕

府
か
ら
新
政
府
へ

の

移
管
が
お
こ

な
わ
れ
た
横
浜
で

は
、

維
新
の

激
動
を
よ
そ
に
、

活
発
な
貿
易
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い

た
。

開
港
以
来
一

八
七
六

（
明
治
九

）
年
ま
で
の

横
浜
に
お
け
る
外
国
貿
易
の

推
移
を
、

イ
ギ
リ
ス

領
事
の

報
告
を
も
と
に

し
て

み
る
と
、

図
一

－

三

の

よ
う
に
な
る
。

一

八
六

八
年
の

貿
易
額
は
、

輸
出
一

七
七
〇
万
ド
ル
、

輸
入
一

二

四
〇
万
ド
ル

で
、

フ

レ

ッ

チ
ャ

ー
領
事
の

報
告
の

よ
う
に
、

高
い

水
準
を
示
し
て
い

る
。

安
政
六
年
（
一

八
五
九
）
六
月
か
ら
開
始
さ
れ
た
横
浜
貿
易
は
、

政
権
交
替
に
よ
っ

て

も
、

大
き
な
影
響
を
こ

う
む
る
こ

と
な
く
、

ほ
ぼ

安
定
し

た

姿
で

継
続
し
て

い

た
こ

と
が
わ
か
る
。

全
国
の

貿
易
も
図
一

－

四
に

み
る
よ
う
に
、

同
じ
よ
う
な
安
定
し
た
姿
を
示
し
て

い

る
。

慶
応
三

年
十
二

月
に
、

兵
庫
が
開
港
、

大
阪
が
開
市
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図1－3　横浜の貿易（1859－1876年）

注　『英国領事報告』による数値。1867年までは，『横浜市史』第2巻548ページ，1868年以

降は『横浜市史』資料編267，75ページによる。

図1－4　全国貿易と横浜（1859－1876年）

注　貿易額は，輸出額と輸入額の合計。横浜の割合は，横浜貿易額の全国貿易額に対する百分

比。『英国領事報告』による数値。1867年までは，『横浜市史』第2巻548ページ，1868年

以降は『横浜市史』資料編2　7，15ページによる。
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（
慶
応
四
年
七
月
に

開
港
に

切
替
え

）
と
な
り
、

明
治
元
年
十
一

月
に
は
東
京
が
開
市
、

新
潟
が
開
港
と
な
っ

て
、

日

本
の

貿

易
は
、

安
政
条
約
で

約

束
さ
れ
た
よ
う
に
、

六
港
一

市
を
門
戸
と
し
て

お
こ

な
わ
れ
る
体
制
と
な
っ

た
。

こ

の

な
か
で
、

横
浜
は
、

幕
末
の

三

開
港
体
制
期
に

は
、

全
国
貿

易
（
輸
出
入
合
計
額
）
の

八
〇
㌫
前
後
の

割
合
を
占
め
て

お
り
、

明
治
の

六
港
体
制
期
に
は
い
っ

て

か
ら
も
、

七
〇
㌫
前
後
の

割

合
を
占
め
て

い

る

（
図
一

－

四
）。

横
浜
を
基
軸
港
と
す
る
貿
易
は
、

安
政
条
約
の

取
決
め
に

従
っ

て

お
こ

な
わ
れ
た
。

新
政
府
も
、

安
政
条
約
の

履
行
の

義
務
を
認

め

て

い

た
か

ら
、

維
新
の

の

ち
も
、

貿
易
の

制
度
面
で

は
、

し
ば
ら
く
変
化
は
生
じ
な
か
っ

た
。

安
政
条
約
に

も
と
づ

く
貿
易
は
、

一

面
で

は
、

自
由
貿
易
原
則

と
い

う
近
代
的
通
商
原
則
を
基
準
と
し
て

い

た
が
、

他
面
で

は
、

領
事
裁
判
権
・

居
留
地
制
度
・

協
定
関
税
・

片
務
的
最
恵
国
約
款
な
ど
後
進
国
特

有
の

制
度
的
枠
組
を
与
え
ら
れ
た
も
の

で

あ
っ

た
。

こ

の

条
約
上
の

不
平
等
性
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
仕
方
で
、

日

本
の

貿
易
を
制
約
し
、

ひ
い

て

は
、

日

本
の

経
済
構
造
に

も
影
響
を
及
ぼ
し
た
。

法
権
・

税
権
の

回
復
の

た
め
に
、

明
治
の

外
交
史
の

う
え
で
、

い

か
に

大
き
な
努
力
が
払
わ
れ
た
か
は

周
知
の

と
お
り
で

あ
る
。

と
こ

ろ
で
、

強
力
な
武
力
を
背
景
に

不
平
等
条
約
を
押
し
つ

け
た
先
進
諸
国
に

対
し
て
、

幕
府
が
最
後
ま
で

譲
歩
し
な
か
っ

た
の

が
、

外
国
人
の

国
内
自
由
旅
行
権
で

あ
り
、

明
治
新
政
府
も
、

先
進
諸
国
の

度
重
な
る
強
い

要
請
を
拒
否
し
て
、

領
事
裁
判
権
の

存
続
す
る
限
り
「
内
地
開
放
」
を

認
め
な
か
っ

た
。

居
留
地
で

は
広
範
な
自
治
権
を
享
受
し
、

治
外
法
権
に

近
い

強
い

法
的
保
護
を
受
け
る
地
位
に

あ
っ

た
一

般
外
国
人
も
、

居
留
地

か
ら
一

定
範
囲
（
お
お
よ
そ
一

〇
里
四
方
）
の

外
に

出
て

国
内
旅
行
を
す
る
自
由
は
与
え
ら
れ
て
い

な
か
っ

た
。

居
留
地
を
根
拠
地
と
し
な
が
ら
、

国

内
消
費
地
に

出
向
い

て

商
品
を
売
り
込
み
、

国
内
生
産
地
を
ま
わ
っ

て

直
接
に

製
品
を
買
い

付
け
た
い

と
い

う
外
国
商
人
の

願
望
は
、

外
国
資
本
の

国
内
市
場
支
配
を
危
惧
す
る
日

本
政
府
の

強
硬
な
抵
抗
で

実
現
を
は
ば
ま
れ
た
。

外
国
商
人
の

商
業
活
動
は
、

と
り
あ
え
ず
居
留
地
の

内
側
に

局
限

さ
れ
る
こ

と
と
な
り
、

い

わ
ゆ
る
「
居
留
地
貿
易
体
制
」
が
形
成
さ
れ
た
の

で

あ
る
。
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横
浜
の

場
合
に

も
、

関
内
地
区
の

居
留
地
の

外
国
商
人
と
日

本
側
の

売
込
商
・

引
取
商
と
の

内
国
取
引
を
経
て
、

外
国
貿
易
が
実
現
さ
れ
る
と
い

う
、

典
型
的
な

居
留
地
貿
易
が
展
開
さ
れ
た
。

横
浜
貿
易
の

品
目
別
構
成
な
ど
の

検
討
に

先
立
っ

て
、

ま
ず
、

横
浜
に

お
け
る
居
留
地
貿
易
体
制
の

形
成
を
概
観
し
て

お
こ

う
。

外

商

幕
府
管
理
下
の

長
崎
貿
易
が
続
い

て
い

た
と
は
い

え
、

実
質
的

に

は
、

外
国
貿
易
が
禁
止
さ
れ
て
い

た
鎖
国
状
態
か
ら
、

い
っ

き
ょ

に
、

外
圧
に

よ
る
開
国
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
時
、

日

本
に

は
、

外
国
貿
易
を

主
体
的
に

展
開
す
る
準
備
は
、

ま
っ

た
く
な
か
っ

た
と
い
っ

て

よ
い
。

一

七
世
紀

以
来
の

長
い

鎖
国
の

間
に
、

イ
ギ
リ
ス

を
先
頭
と
す
る
西
欧
諸
国
は
、

資
本
主
義

を
発
展
さ
せ
、

機
械
制
生
産
と
高
度
な
社
会
的
分
業
を
基
礎
と
し
た
国
際
貿
易
体

制
を
築
き
あ
げ
て
い

た
。

そ
れ
に
た
い

し
て
、

日

本
は
、

国
際
貿
易
に

資
本
主
義

的
商
品
を
持
っ

て

参
加
す
る
こ

と
は
で

き
な
か
っ

た
し
、

国
際
商
品
市
場
に
つ

い

て

の

情
報
も
、

国
際
商
品
取
引
に

関
す
る
知
識
も
、

ま
た
、

商
品
輸
送
の

た
め
の

外
航
海
運
能
力
も
、

国
際
決
済
の

た
め
の

金
融
機
能
も
、

皆
無
に

近
い

状
態
に

あ

っ

た
。

こ

の

歴
史
発
展
段
階
の

格
差
は
、

開
港
後
し
ば
ら
く
の

間
の

日

本
貿
易
の

直
接
的
担
当
者
を
、

外
国
商
人
、

い

わ
ゆ
る
外
商
と
す
る
こ

と
と
な
っ

た
。

開
港
と
と
も
に
、

横
浜
に

は
、

各
国
の

商
人
が
来
航
し
、

居
留
地
が
、

神
奈
川

東京大学史料編纂所蔵
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宿
に

設
け
ら
れ
る
か
横
浜
村
に

な
る
か
の

外
交
交
渉
が
未
決
定
の

う
ち
か
ら
、

立

地
条
件
の

良
い

横
浜
の

仮
居
留
地
に

店
舗
を
か
ま
え
は
じ
め
た
。

香
港
を
本
拠
と

す
る
イ
ギ
リ
ス

の

貿
易
商
社
ジ
ャ

ー
デ
ィ

ン

＝

マ

セ

ソ

ン

商
会
は
、

社
員W

＝

ケ

ス

ウ
ィ

ッ

ク
を
派
遣
し
て
、

開
港
直
後
の

安
政
六
年
七
月
ご
ろ
か
ら
横
浜
で

商
業

活
動
を
開
始
し
た
。

ケ
ス

ウ
ィ

ッ

ク
は
、

横
浜
居
留
地
で

の

ち
に
一

番
と
呼
ば
れ

た
区
画
地
を
借
地
し
、

商
館
を
建
築
し
た
。

二

番
区
画
地
は
、

上
海
で

活
躍
し
て

い

た
ア

メ

リ
カ
の

貿
易
商
社
ウ
ォ

ー
ル

シ

ュ

＝

ホ
ー
ル

商
会
のG

＝

ホ
ー
ル

が
借

地
し
て
、

商
館
を
建
築
し
た
。

開
港
約
一

年
後
の

神
奈
川
奉
行
の

報
告
に

よ

る

と
、

仮
居
留
地
内
の

借
地
権
を
得
た
外
国
人
は
、

イ
ギ
リ
ス

人
一

八
名
、

ア

メ

リ

カ

人
一

一

名
、

オ
ラ
ン

ダ
人
五

名
、

合
計
三

四
名
と
な
っ

て

い

る
（『
横
浜
市
史
』

第
二

巻

七
三

九
ペ

ー
ジ

）。

借
地
権
者
の

な
か
に
は
、

土
地
投
機
を
目
論
む
者
も
含

ま
れ
て
い

た
ら
し
い

が
、

こ

の

数
字
は
、

外
国
商
人
の

横
浜
進
出
の

出
足
の

は
や

さ
を
示
し
て

い

る
と
い
っ

て

よ
い

だ
ろ
う
。

そ
の

後
の

外
商
の

進
出
ぶ

り
は
、

断
片
的
に

し
か
判
明
し
な
い

が
、

か
な
り
浮

き
沈
み
は
は
げ
し
か
っ

た
よ
う
で

あ
り
、

一

八
七
六
（
明
治
九
）
年
時
点
で

は
、

横
浜
の

外
国
商
社
は
総
数
一

五
八
社
、

そ
の

内
訳
は
イ
ギ
リ
ス

五
四
、

フ

ラ

ン

ス

三

六
、

ア

メ
リ
カ
二

六
、

ド
イ
ツ
一

九
、

ス

イ
ス

七
、

イ
タ
リ
ア

六
、

オ
ラ

ン

ダ

1864年の外国人居留地
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四
、

オ
ー
ス

ト
リ
ア
・

ハ

ン

ガ
リ
ー
二
、

ス

ウ
ェ

ー
デ
ン
・

ノ

ル

ウ
ェ

ー
二
、

デ
ン

マ

ー
ク
一

、

ベ

ル

ギ
ー
一

で

あ
っ

た

（C
om
m
ercial

　R
eports

by
　H

er
　M

ajesty

’s

　C
onsuls

　in

　Japan

，

　1877

，

　Irish

　U
niversity

　P
ress

　A
rea

　Studies

　Series

，

　Japan

　6

，

　P

．

　125

）。
こ

の

ほ
か
に
、

清
国
商
人
の

貿
易
商
社
が
存
在
し
た
が
、

社
数
は
不
明
で

あ
る
。

外
商
と
い
っ

て

も
、

経
営
規
模
は
大
小
さ
ま
ざ
ま
で
、

一

八
七
三

年
五

月
以
降
一

年
間
の

横
浜
貿
易
（
輸
出
入
取
引
額
）
の

う
ち
、

五

四
㌫
が
、

外
商
上
位
一

五

社
に

集
中
し
て

い

た
と
の

推
計
も
あ

る
（
海
野
福
寿
『
明
治
の

貿
易

』

五
二

－
五
三
ペ

ー
ジ

）。

外
商
は
、

居
留
地
の

店
舗
を
取
引
場
所
と
し
て
、

日

本
商
人
か
ら
生
糸
を
は
じ
め
と
す
る
国
内
産
品
を
購
入
し
、

そ
れ
を
海
外
市
場
に

輸
出
し
、

ま
た
、

綿
・

毛
織
物
な
ど
海
外
産
品
を
輸
入
し
て
、

そ
れ
を
日
本
商
人
に

販
売
し
た
。

外
商
と
日

本
商
人
の

取
引
は
、

日

本
国
内
の

商
取

引
で

あ

り
、

対
外
取
引
つ

ま
り
外
国
貿
易
は
、

外
商
の

手
で
お
こ

な
わ
れ
た
の

で

あ
る
。

日

本
商
人
の

手
に

よ
る
貿
易
、

い

わ
ゆ
る
直
輸
出
・

直
輸
入
は
、

明
治
十
年
代
以
降
、

積
極
的
に

開
始
さ
れ
た
が
、

そ
れ
ま
で
は
、

た
と
え
ば
、

一

八
七
六
（
明
治
九

）
年
の

輸
出（
全
国
数
値
、

船
用
を
除
く

）の
九
八

㌫
、

輸
入（
全
国
数
値
、

官
省
分
を
除
く

）の
九
九
㌫
が
、

外
商
の

手
で

お
こ

な
わ
れ
る
状
態
で

あ
っ

た（
大
蔵
省
『
大
日

本
外
国
貿
易
四
十
六
年
対
照
表
』）。

外

商

の

優

位

性

外
商
は
、

制
度
面
で

は
、

領
事
裁
判
権
に

よ
っ

て

特
別
に

保
護
さ
れ
て
い

た
う
え
に
、

実
態
面
で

は
外
国
貿
易
を
完
全
に

支
配
し

て

い

た
か
ら
、

日

本
商
人
と
の

取
引
関
係
で
は
、

圧
倒
的
に

優
位
に

立
ち
、

き
わ
め
て

有
利
な
取
引
条
件
を
実
現
さ
せ
る
こ

と
が

で

き
た
。

と
く
に
、

価
格
の

面
で

は
、

日
本
の

国
内
市
場
価
格
と
国
際
市
場
価
格
と
の

格
差
を
利
用
し
て
、

い

わ
ゆ
る

譲
渡
利
潤
を
獲
得
す
る
可
能

性
が
大
き
か
っ

た
。

た
と
え
ば
、

生
糸
の

場
合
、

「
明
治
初
年
ノ

頃
ハ

日

本
生
糸
ノ

価
、

英
貨
二

十
二
、

三

志
ニ

テ
輸
出
セ

シ

モ
、

外
国
ニ

於
テ
ハ

之
ヲ

四
拾
五
志
乃
至
五

十
志
ヲ

以
テ

販
売
ス

ル

ニ

至
ル

」（
明
治
十
六
年
製
糸
諮
詢
会
に

お
け
る
橋
本
重
兵
衛
の

発
言
、

農
商
務
省
「
製
糸
諮
詢
会
紀
事
」）
な

ど
、

外
商
へ

の

売
込
価
格
が
、

国
際
市
場
価
格
に

く
ら
べ

て
、

大
幅
に

安
値
で

あ
っ

た
こ

と
を
指
摘
す
る
史
料
が
数
多
く
残
さ
れ
て

い

る
。

推
計
に

よ
る
と
生
糸
（
前
橋
一

番
格

）、
の

リ
ヨ

ン

市
場
価
格
を
一

〇
〇
と
す
る
横
浜
売
込
価
格
は
、

一

八
六
一

年
が
四
三
、

六
四
年
が
五

〇
、

六
七
年
が
六
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一

で

あ
り（
高
橋
経
済
研
究
所『
日

本
蚕
糸
業
発
達
史

』上
六
五
ペ

ー
ジ

）、
外
商
の

間
の

競
争
関
係
が
、

こ

の

市
場
価
格
の

格
差
を

縮

小
さ
せ
る
作
用

を
持
っ

て

い

た
こ

と
が
わ
か
る
が
、

価
格
格
差
は
、

外
商
に

大
き
な
利
潤
を
も
た
ら
す
に

十
分
大
き
か
っ

た
と
い

え
よ
う
。

価
格
面
以
外
で

も
、

外
商
は
、

有
利
な
取
引
条
件
を
享
受
し
て

い

た
。

た
と
え
ば
、

生
糸
取
引
の

場
合
に

は
、

（一）売
込
商
と
の

間
で

見
本
に

も
と

づ

い
て
、

買
取
価
格
・

買
取
数
量
を
契
約
し
、

（二）買
取
生
糸
全
量
を
商
館
倉
庫
に

搬
入
さ
せ（
引
入
れ

）、
（三）見
本
生
糸
と
対
照
さ
せ
な
が
ら
品
質
検

査
を
お
こ

な
い（
拝
見

）、（四）秤
に

よ
る
量
目
検
査
を
お
こ

な
い（
看
貫

）、（五）代
金
を
支
払
う
と
い

う
取
引
慣
行
が
形
成
さ
れ
た
。

こ

の

際
に
、

（二）の

引
入
れ
の

時
に
、

預
証
券
類
を
発
行
せ
ず
、

引
入
れ
か
ら
拝
見
ま
で
の

期
間
が
一

〇
日

以
上
と
い

う
場
合
も
あ
り
、

こ

の

間
の

海
外
市
況
の

変
化
に

よ
っ

て

は
、

拝
見
時
に

故
意
に
き
び
し
く
検
査
し
て

不
良
品
を
破
談（
ペ

ケ

）に
し
、

ま
た
、

（四）
の

看
貫
で

は
、

風
袋
の

量
目
を
実
際
よ
り
多
く
差
し

引
い

て

生
糸
を
過
小
秤
量
す
る
な
ど
の
、

不
公
平
な
慣
行
が
一

般
に
お
こ

な
わ
れ
た
。

外
商
は
、

清
国
に
お
け
る
貿
易
活
動
で

効
果
が
大
き
か
っ

た

買
弁
制
を
、

初
期
の

対
日

貿
易
に

も
適
用
し
て
、

商
売
上
手
の

清
国
商
人
を
、

日
本
商
人
と
の

仲
介
者
に

用
い

た
が
、

こ

れ
が
、

さ
き
の

不
公
正
な

取
引
慣
行
の

形
成
の
一

因
と
な
っ

た
。

外
商
の

優
位
性
は
、

金
融
能
力
の

大
き
さ
に

よ
っ

て

も
維
持
さ
れ
て
い

た
。

外
商
が
売
込
商
に

生
糸
や
茶
の

仕
入
資
金
を
前
貸
し
す
る

事
例
は
、

開
港
直
後
か
ら
み
ら
れ
た
。

ジ
ャ

ー
デ
ィ

ン

＝

マ

セ

ソ

ン

商
会
が
万
延
元
年
か
ら
高
須
屋
清
兵
衛
に
生
糸
仕
入
代
を
前
貸
し
し
た
が
、

コ

ゲ
つ

い

て

不
良
債
権
と
な
っ

て

紛
糾
し
た
例
は
、

外
商
が
か
な
り
大
規
模
な
資
金
前
貸
を

お
こ

な
っ

て

い

た

事
実
を
示
し
て

い

る
（『
横
浜
市
史

』第
二

巻

七

一

一

－
七
一

五
ペ

ー
ジ

）。
あ
と
で

述
べ

る
よ
う
に
、

売
込
商
は
、

一

般
に

資
金
力
に

乏
し
か
っ

た
か
ら
、

外
商
か
ら
の

資
金
借
入
に
よ
っ

て
、

金
融

面
か
ら
従
属
的
地
位
に

置
か
れ
る
可
能
性
が
大
き
か
っ

た
。

外
商
の

金
融
能
力
は
、

外
国
銀
行
が
横
浜
に
進
出
す
る

と
と
も
に
、

い
っ

そ
う
強
化
さ

れ
た
。

一

八
六
三

年
三
月
に
、

セ

ン

ト
ラ
ル

銀
行
　The

　Central

　Bank

　of

　W
estern

　India
（
本
店
ボ
ン

ベ

イ

）が
横
浜
支
店
を

開
設
し
た

の

を
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は
じ
め
と
し
て
、

同
年
四
月
に
マ

ー
カ
ン

タ
イ
ル

銀
行
　T

he

　C
hartered

　M
ercantile

　B
ank

　of

　India

，

　L
ondon

，

　and

　C
h
ina

（
本
店
ロ

ン

ド
ン

）、

同
年
十
月
に
イ
ン

ド

商
業
銀
行
　T

he

　C
om
m
ercial

　B
ank

　of

　India

（
本
店
ボ
ン

ベ

イ

）
が
横
浜
に
進
出
し
た
。

そ

の

後
、

一

八
六
四

年
に
は
、

オ
リ
エ

ン

タ
ル

銀
行
　T

he

　O
riental

　B
ank

　C
orporation

（
本
店
ロ

ン

ド
ン

）、
ヒ

ン

ド
ス

タ
ン

銀
行
　T

he

　B
ank

　of

　H
industan

，

C
h
ina

　and
　Japan
，

　L
im
ited

（
本
店
ロ

ン

ド
ン

）、
一

八
六
六
年
に
は
香
港
上
海
銀
行
　T

he

　H
ongkong

　and

　Shanghai

　B
ank
ing

　C
orporation

（
本
店
香
港
）、
一

八
六
七
年
に
は
パ

リ
割
引
銀
行
　C

om
ptoir

　d

’E
scom
pte

　de

　Paris

（
本
店
パ

リ

）、
一

八
七
二

年
に
は
ド
イ
ツ

銀
行

D
eutsche

B
an
k

（
本
店
ベ

ル

リ
ン

）が
、

横
浜
支
店
を
開
設
し
た
（
石
井
寛
治
「
イ
ギ
リ
ス

植
民
地
銀
行
群
の

再
編
」
（1）
（2）
－
東
京
大
学
『
経
済
学
論
集
』
四
五
巻
一

・

三

号
）。
こ

の

う
ち
、

一

八
六
六
年
恐
慌
に

際
し
て

閉
鎖
さ
れ
る
な
ど
、

進
出
に
失
敗
し
た
銀
行
も
あ
っ

た
が
、

マ

ー
カ
ン

タ
イ
ル
、

オ

リ
エ

ン

タ
ル
、

香
港
上
海
、

パ

リ
割
引
の

諸
行
は
、

初
期
の

日

本
の

貿
易
金
融
に

絶
大
な
力
を
発
揮
し
た
の

で

あ
る
。

外
商
は
、

資
金
前
貸
に
よ
っ

て

間
接
的
に

輸
出
商
品
の

内
地
市
場
に

接
近
し
よ
う
と
し
た
ば
か
り
で

な
く
、

日
本
人
を

使
用
人
（
小
使
・

手
代
）

に

雇
っ

て
、

産
地
に
派
遣
し
て
、

内
地
市
場
か
ら
直
接
に

買
い

付
け
る
方
法
も
用
い

た
。

安
政
条
約
は
、

外
国
人
が
日

本
人
を
雇
用
す
る
自
由
を
認

め
て
い

た
が
、

前
述
の

よ
う
に
、

外
国
人
の

国
内
自
由
旅
行
権
は
認
め
て
い

な
か
っ

た
。

「
内
地
開
放
」
を
拒
否
し
た
趣
旨
は
、

外
国
資
本
の

国
内

市
場
支
配
を
阻
止
す
る
こ

と
で

あ
っ

た
か
ら
、

外
商
の

日

本
人
使
用
人
を
用
い

た
直
接
買
付
に
よ
っ

て
、

「
内
地
開
放
」
拒
否
の

条
項
は

実
質
的
に

骨
抜
き
に

さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

そ
こ

で
、

日

本
側
は
、

日

本
人
を
使
っ

た
直
接
買
付
は
、

開
港
場
外
で
の

貿
易
取
引
で

あ
り
、

条
約
違
反
で

あ
る

と
す
る
見
解
を
と
っ

た
。

し
か
し
、

現
実
に

は
、

外
商
の

直
接
買
付
を
封
ず
る
こ

と
は
む
ず
か
し
か
っ

た
。

一

八
七
三

年
十
月
に
、

ド
イ
ツ

外
商
ク
ニ

ッ

フ

レ

ル

商
会
の

日

本
人
手
代
が
上
州
で

蚕
種
（
蚕
卵
紙

）
を
買
い

付
け
た
が
、

政
府
の

蚕
種
生

糸
取

締
政
策
（
後
述

）
に

抵
触
し
て

ト
ラ

ブ
ル

が
発
生
し
、

ド
イ
ツ

と
日

本
の

外
交
折
衝
が
お
こ

な

わ

れ

た
（『
横
浜
市
史
』
第
三

巻
上

一

二

三

－
一

四
〇

ペ

ー
ジ

）。
争
点
は
い

く
つ

か
あ
っ

た
が
、

そ
の

ひ

と
つ

は
、

直
接
買
付
の

是
非
で
、

外
務
卿
寺
島
宗
則
は
、

条
約
で

許
さ
れ
て

い

な
い

場
所
で

商
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業
を
営
む
こ

と
は
で

き
な
い

こ

と
は
明
瞭
で

あ
る
の

に
、

ク
ニ

ッ

フ

レ

ル

は
、

日

本
人
を
使
っ

て

実
質
的
に

条
約
に

違
反
し
た
と
主
張
し
た
。

フ

ォ

ン

＝

ブ
ラ
ン

ト
公
使
は
、

条
約
違
反
か
否
か
は
裁
判
で

決
め
る
こ

と
で

あ
り
、

日

本
側
は
訴
訟
を
起
こ

す
つ

も
り
な
の

か
と
開
き
直
っ

た
姿
勢
を
示

し
た
。

こ

の

場
合
の

裁
判
は
、

ド
イ
ツ

領
事
に

よ
る
領
事
裁
判
に

な
る
か
ら
、

日

本
側
の

主
張
が
通
る
可
能
性
は
な
い
。

結
局
、

日
本
側
は
ク
ニ

ッ

フ

レ

ル

の

直
接
買
付
を
条
約
違
反
と
し
て

そ
れ
以
上
追
及
す
る
こ

と
は
で

き
な
か
っ

た
。

ク
ニ

ッ

フ

レ

ル

事
件
で

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、

安
政
条
約
が
、

領
事
裁
判
権
を
認
め
て

い

る
こ

と
は
、

外
商
の

商
業
活
動
の

自
由
な
展
開
を
保
証

す
る
こ

と
と
な
り
、

外
商
の

優
位
性
は
、

著
し
く
強
化
さ
れ
た
の

で

あ
る
。

売

込

商
・

引

取

商

外
商
と
商
取
引
を
お
こ

な
っ

た
日

本
人
商
人
は
、

売
込
商
・

引
取
商
（
買
取
商
）
と
呼
ば
れ
る
。

生
糸
・

茶
な
ど
の

輸
出
商
品
を

外
商
に

売
り
込
む
の

が
売
込
商
、

綿
織
物
・

毛
織
物
な
ど
の

輸
入
商
品
を
外
商
か
ら
買
い

取
る
の

が
引
取
商
で

あ
る
が
、

も
ち
ろ

ん
、

同
一

商
人
が
、

売
込
み
と
引
取
り
の

両
方
を
お
こ

な
う
場
合
も
あ
る
。

開
港
初
期
に

は
、

売
込
・

引
取
兼
営
の

商
人
が
多
く
、

次
第
に
、

い

ず

れ
か
に

専
業
化
し
た
商
人
が
増
え
て

い
っ

た
と
い

え
る
。

開
港
の

準
備
を
進
め
る
な
か
で
、

幕
府
は
、

開
港
場
へ

の

商
人
の

進
出
を
勧
奨
す
る
布
令
を
発
し
た
。

横
浜
の

場
合
に
は
、

幕
府
は
、

と
く
に

江

戸
の

商
人
の

出
店
を
期
待
し
、

三

井
に

外
国
奉
行
が
出
店
を
命
令
す
る
な
ど
、

な
か
ば
強
制
的
に

江
戸
商
人
を
、

新
開
港
地
に

誘
致
し
た
。

幕
府
の

意
図
は
、

江
戸
の

特
権
的
商
人
を
頂
点
と
す
る
国
内
商
品
流
通
体
制
を
、

そ
の

ま
ま
の

か
た
ち
で

外
国
貿
易
に

結
び
つ

け
、

江
戸
商
人
を
基
軸
と
す

る
外
国
貿
易
の

管
理
体
制
を
つ

く
り
だ
す
こ

と
に

あ
っ

た
と
い

え
る
。

開
港
直
後
の

安
政
六
年
（
一

八
五
九
）
七
月
時
点
で
、

横
浜
に

出
店
し
た
重

要
商
店
九
六
店
の

な
か
で
、

江
戸
と
そ
の

周
辺
か
ら
の

出
店
で

あ
る
こ

と
が
明
ら
か
な
も
の

は
三
一

店
あ
り
、

そ
の

大
半
は
、

各
種
の

問
屋
で

あ
っ

た
（『
横
浜
市
史
』
第
二

巻

六
三
二
ペ

ー
ジ

）。

横
浜
の

売
込
商
・

引
取
商
の

源
流
の

ひ
と
つ

は
、

こ

れ
ら
の

江
戸
の

特
権
的
商
人
に

代
表
さ
れ
る
都
市

商
人
で

あ
っ

た
。
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こ

れ
と
は
異
な
る
も
う
ひ
と
つ

の

源
流
は
、

在
方
出
身
の

新
興
商

人
で

あ
る
。

外
国
と
の

貿
易
が
、

新
し
い

利
潤
形
成
の

舞
台
と
な
る

で

あ
ろ
う
こ

と
を
見
込
ん
だ
冒
険
心
に

あ
ふ

れ
る
地
方
の

商
人
は
、

幕
府
の

出
店
自
由
の

布
令
に

応
じ
て
、

横
浜
に

参
集
し
て

き
た
。

初

期
横
浜
貿
易
商
人
の

典
型
と
い

わ
れ
る
甲
州
屋
忠
右
衛
門
の

場
合

は
、

開
港
前
の

安
政
六
年
（
一

八
五

九
）
三

月
に

外
国
奉
行
に

出
店

を
出
願
し
て

許
可
さ
れ
、

四
月
に

借
受
地
を
決
め
て

横
浜
に
進
出
し

た
（
石
井
孝
『
初
期
横
浜
貿
易
商
人
の

存
在
形
態
』
に
よ
る

）。

忠
右
衛
門

は
、

甲
州
八
代
郡
東
油
川
村
の

豪
農
で
、

在
方
商
人
と
し
て

も
活
躍

し
て

い

た
と
こ

ろ
、

開
港
の

情
報
を
得
た
の

で
、

近
隣
の

豪
農
と
協

議
し
て
、

共
同
出
資
で

横
浜
に

甲
州
産
物
会
所
を
出
す
計
画
を
た
て

た
。

し
か
し
、

な
ん
ら
か
の

事
情
で

共
同
出
資
計
画
は
実
現
せ

ず
、

忠
右
衛
門
は
、

個
人
商
人
と
し
て

横
浜
で

奮
闘
す
る
こ

と

と

な
っ

た
。

は
じ
め
は
、

資
金
不
足
に

悩
み
、

村
に

残
っ

た
長
男
に
、

衣
類

を
質
入
れ
し
て

資
金
を
調
達
す
る
よ
う
指
示
す
る
ほ
ど
の

有
様
で

あ

っ

た
が
、

生
糸
・

繰
綿
・

蚕
種
な
ど
の

売
込
み
に

成
功
し
て
、

富
を

蓄
積
し
、

染
料
な
ど
輸
入
品
の

引
取
り
、

宿
屋
・

両
替
屋
・

質
屋
な

表1－37　大手売込商（1873－1874年）

注　1873年5月17日より1874年5月16日までの『横浜毎日新聞』よりの集計。『横浜市史』第

3巻上　587－588，604ページによる。
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ど
を
兼
営
し
て

経
営
を
多
角
化
し
て
い
っ

た
。

甲
州
屋
忠
右
衛
門
は
、

生
糸
・

綿
・

蚕
種
の

生
産
地
で

あ
る
郷
里
と
密
接
な
関
係
を
保
つ

こ

と
に

よ

っ

て
、

資
本
蓄
積
を
進
め
た
。

郷
里
の

荷
主
の

商
品
を
外
商
に

売
り
込
ん
で
口

銭
を
得
る
ば
か
り
で

な
く
、

自
己
資
金
あ
る
い

は
「
乗
合
」
と
い

う

ジ
ョ

イ
ン

ト
・

ベ

ン

チ
ャ

ー
の

か
た
ち
で

調
達
し
た
他
人
資
金
で
、

郷
里
を
中
心
に

商
品
を
買
い

付
け
て

自
ら
が
荷
主
と
な
っ

て

外
商
に

売
り

込

み
、

大
き
な
利
鞘
を
獲
得
し
た
の

で

あ
る
。

甲
州
屋
は
、

蚕
種
ブ
ー
ム

の

崩
壊
と
と
も
に

没
落
し

て

し
ま
っ

た
が
、

そ
の

盛
期
の

資
本
蓄
積
の

方
法
は
、

横
浜
に

進
出
し
た
在
方
商
人
の

典
型
的
な

パ

タ
ー
ン

を
示
し
て
い

る
。

生
産
地
価
格
と
横
浜
売
込
価
格
と
の

格
差
や
両
者
の

価
格
変
動
を
利
用
し
た
商
業
活
動
は
、

い

わ
ゆ
る
譲
渡
利
潤
や
投
機
的
利
益
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
持
つ

と
同
時
に
、

逆
に
思
惑
は
ず
れ
の

大
損
を
生
む
危
険
性
も
大
き
い
。

甲
州
屋
忠
右
衛
門
の

例
が
示
す
よ
う
に
、

初
期
横
浜
貿
易
商
人

の

浮
沈
は
激
し
か
っ

た
。

生
糸
売
込
商
の

場
合
、

慶
応
二

年
（
一

八
六
六
）
の

生
糸
売
込

商
仲
間

一

三
一

名
の

う
ち
で
、

一

八
七
三
（
明
治
六
）
年
の

横
浜
生
糸
改
会
社
に

参
加
し
た
の

は
わ
ず
か

に
一

六
名
で

あ
り
、

こ

の

間
の

売
込
商
の

廃
業
・

転
業
が
多
か
っ

た
こ

と
を
物
語
っ

て

い

る
（『
横

浜
市
史
』
第
三

巻
上

九
七
ペ

ー
ジ

）。

一

八
七
三

－
七
四
年
こ

ろ
の

売
込
商
の

な
か
か
ら
、

生
糸
と
茶
の

大
手
商
を
と
り
だ
し
て

み
る

と
、

表
一

－

三
七
の

よ
う
な
顔
ぶ

れ
に

な
る
。

生
糸
売
込
商
の

第
一

位
井
筒
屋
（
三

井
組

）
と
第

三

位
越
後
屋
（
小
野
組
）
は
、

い

う
ま
で

も
な
く
十
人
両
替
の

雄
で

都
市
特
権
商
人
の

代
表
的

存

在
で

あ
る
（
小
野
組
は
一

八
七
四
年
に

破
産
し
た

）。
こ

れ
に

た
い

し
て
、

第
二

位
の

原
（
武
州
児
玉

生糸売込問屋　亀屋（原）善三郎 県立博物館蔵
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郡
渡
瀬
村

）、
第
四
位
の

茂
木
（
上
州
高
崎

）、
第
五

位
の

吉
田
（
上
州
勢
多
郡
新
川
村
）、
第
六
位
の

小
暮
（
豆
州
下
田

）
ら
は
、

在
方
商
人
の

系
譜
に

属

す
る
。

第
八
位
の

敷
島
屋
は
、

前
橋
藩
が
横
浜
に

設
け
た
出
張
店
の

後
身
で
、

庄
三

郎
は
藩
の

重
臣
で

あ
っ

た
と

伝
え
ら
れ
る
変
わ
り
種
で

あ
る

（『
群
馬
県
蚕
糸
業
沿
革
調
査
書
』）。

製
茶
売
込
商
の

第
一

位
茶
屋
順
之
助
は
、

伊
勢
の

津
に

本
拠
を
置
き
、

江
戸
で

茶
問
屋
を
経
営
し
て

い

た
中
条
瀬
兵
衛
の

横
浜
店
で

あ
る
。

第
三

位
の

岡
野
屋
利
兵
衛
は
、

茶
問
屋
を
中
心
と
す
る
駿
府
商
人
が
共
同
で

出
店
し
た
横
浜
店
の

支
配
人
か
ら
上
昇
独
立
し
た
人
物
で
、

系
譜

と

し
て

は
、

都
市
商
人
に

属
す
る
。

第
二

位
の

大
谷
嘉
兵
衛
は
、

伊
勢
出
身
で
、

同
郷
の

江
戸
茶
問
屋
小
倉
藤
兵
衛
の

横
浜
店
に

入
り
、

つ

い

で
ス

ミ
ス

＝

べ

ー
カ

ー

商
会
（
ア

メ

リ
カ

）
の

茶
買
入
掛
に

雇
わ
れ
て
、

問
題
の

外
商
産
地
直
接
買
付
を
お
こ

な
い
、

明
治
元
年
（
一

八
六
八

）
に

独
立
し
て

売
込

商
と
な
っ

た
。

生
糸
売
込
商
に

は
在
方
商
人
系
譜
が
多
い

の

に
た
い

し
て
、

製
茶
売
込
商
に
は
都
市
商
人
系
譜
が
目
立
つ

と
い

う
特
徴
が
み
て

と
れ
る
。

こ

の

違

い

は
、

後
述
す
る
幕
府
の

輸
出
規
制
政
策
と
関
係
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

「
五

品
江
戸
廻
し
令
」
の

対
象
と
な
っ

た
生
糸
の

場
合
に

は
、

江
戸
問
屋
は
、

横
浜
売
込
商
の

う
え
に

立
っ

て

統
制
す
る
役
割
を
与
え
ら
れ
た
た
め
に
、

自
ら
の

横
浜
進
出
は
抑
制
さ
れ
た
が
、

五

品
外
の

製
茶
の

場
合
に
は
、

問

屋
は
積
極
的
に

横
浜
に

出
店
す
る
こ

と
で
、

自
ら
の

営
業
を
守
る
必
要
に
せ
ま
ら
れ
た
わ
け
で

あ
る
。

表
一

－

三

七
で
、

生
糸
・

茶
の

両
方
に
、

越
後
屋
と
糸
屋
平
八
の

名
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

売
込
商
は
、

単
一

商
品
の

売
込
み
に

専
業
化
し
て
い

る
と
は
限
ら
な
い
。

ま
た
、

製
茶
第
七
位
の

伊
勢
屋
平
造
の

よ
う
に
、

引
取
商
を
主
業
と
し
な
が
ら
、

売
込
み
も
お
こ

な
う
商
人
も
存
在
し
た
の

で

あ
る
。

引
取
商
に
つ

い

て

は
、

資
料
が
乏
し
い
。

慶
応
三

年
に

「
引
取
商
仲
間
規
則
」
が
つ

く
ら
れ
た
際
に

は
、

中
屋
藤
助
ほ
か
二

四
名
が
連
名
で
、

規

則
制
定
を
神
奈
川
奉
行
に

請
願
し
て

い

る
か
ら
、

引
取
り
、

つ

ま
り
輸
入
を
主
業
と
す
る
商
人
が
登
場
し
て

き
た
こ

と
は
た
し
か
で

あ
ろ

う
（『
横
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浜
市
史
』
第
二

巻

七
〇
四
ペ

ー
ジ

）。

鎖
国
期
の

長
崎
貿
易
で

輸
入
さ
れ
た

商
品
を
取
り
扱
う
唐
物
問
屋
の

系
譜
や
呉
服
太
物
問
屋
の

系
譜
に
属
す
る

引
取
商
の

ほ
か
に
、

新
興
商
人
も
多
か
っ

た
と
推
定
さ
れ
る
。

慶
応
三
年
の

「
引
取
商
仲
間
規
制
」
に
、

輸
入
品
引
取
は
、

売
込
み
と
ち
が
っ

て

誰

に
で

も
で

き
、

仲
間
外
で

引
取
り
を
す
る
者
が
多
い

か
ら
鑑
札
に

よ
る
取
締
り
を
き
び
し
く
す
る
と
の

く
だ
り
が
あ
る
。

外
商
が
輸
入
品
を
店
頭
に

展
示
し
て

現
金
で

販
売
し
て

い

た
か
ら
、

資
金
が
あ
れ
ば
、

輸
入
商
品
を
購
入
す
る
こ

と
は
簡
単
で

あ
っ

た
。

ま
た
、

輸
入
品
は
日

本
人
に
と
っ

て

新
し
い

商
品
で

あ
り
、

必
ず
し
も
、

旧
来
の

商
品
流
通
経
路
に

と
ら
わ
れ
ず
に

流
通
し
た
か
ら
、

新
興
商
人
の

活
躍
す
る
余
地
は
ひ
ろ
か
っ

た
と
い

え
る
。

貿
易
関
連
機

構

の

形

成

外
商
と
日
本
商
人
の

取
引
は
、

商
業
手
形
に

よ
っ

て

で
は
な
く
、

現
金
お
お
む
ね
洋
銀
（
メ
キ
シ

コ

・

ド
ル

）
で

お
こ

な
わ
れ
る
慣

行
に

な
っ

て
い

た
。

短
期
の

信
用
授
受
、

つ

ま
り
、

掛
売
・

掛
買
は
お
こ

な
わ
れ
た
が
、

個
人
信
用
に

も
と
づ

く
も
の

に

と
ど
ま

り
、

商
業
信
用
制
度
は
、

明
治
初
期
に

は
、

ま
だ
き
わ
め
て

未
熟
で

あ
る
。

安
政
条
約
は
、

内
外
貨
幣
の

同
種
同
量
通
用
を
規
定
し
て
い

た
が
、

実
際
に

は
、

洋
銀
は
自
然
相
場
で

流
通
し
、

そ
の

相
場
の

変
動
は
は
げ
し
か

っ

た
。

外
商
と
日
本
商
人
の

商
取
引
の

支
払
手
段
と
な
っ

た
洋
銀
に

対
す
る
需
給
関
係
が
、

輸
出
入
の

変
動
に

応
じ
て

変
化
し
、

日

本
通
貨
と
の

交

換
比
率
、

つ

ま
り
為
替
レ

ー
ト
が
変
動
す
る
の

は
自
然
で

あ
る
。

し
か
し
、

洋
銀
の

取
引
機
関
が
整
備
さ
れ
、

洋
銀
需
給
が
為
替
市
場
を
通
し
て

調

整
さ
れ
る
機
構
が
成
立
す
る
ま
で

は
、

洋
銀
相
場
は
、

投
機
的
に

不
自
然
な
変
動
を
繰
り
返
し
た
の

で

あ
る
。

幕
府
は
、

三
井
に

横
浜
出
店
を
命
ず
る
と
同
時
に
、

外
国
方
御
金
御
用
達
に

指
定
し
た
が
、

そ
の

際
に
、

三

井
に

洋
銀
引
替
を
取
り
扱
わ
せ
よ
う

と
し
た
（『
横
浜
市
史
』
第
二

巻

六
八
五
ペ

ー
ジ

）。
と
こ

ろ
が
、

三

井
は
こ

れ
を
拒
絶
し
た
の

で
、

幕
府
の

洋
銀
引
替
制
度
構
想
は
挫
折
し
た
。

そ
の

後
、

三

井
も
文
久
元
年
（
一

八
六
一

）
に

横
浜
に

洋
銀
購
売
所
を
開
設
し
た
が
、

一

年
で

閉
鎖
し
た
。

横
浜
に

は
、

投
機
的
洋
銀
取
引
を
媒
介
す
る

両
替
商
が
、

八
〇
軒
以
上
も
発
生
し
た
と
い

わ
れ
（
大
塚
良
太
郎
編
『
蚕
史
』
前
編

九
五
ペ

ー
ジ

）、

投
機
の

盛
行
が
、

正
常
な
取
引
機
関
の

形
成
を
妨
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